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{中村議室線開j主務選大学翌霊彩豊事謀議選義続発言寄}

学余錯薬

会長電線数

{昭和務総1)ヨよち飽和議霊祭護局求までj

暦本議鎖券会懇談会館様

害警俸と問機長月上匂i乙策室誌でaヨド水産菱電存会主主義喜かれたのさ号機丸 4JH Eヨ午後悉善寺よ

ち護~~持費喜子衡の余罪事務会書震で立与量言語議議会妥協擁した令 さきI3t島幸蓄した会主義はお4きで， その

絡会浴室芸会妻鹿よち耳議後2名の参金障があった。まず柔道毒薬事手獲の主主喜多の議長. III己事選介がめち，

次いで夕食後主主にL，ながら綴淡に著書った。 しばらく豪華言棄におどを咲か'l.tt.ニ後，級建詳から

一義喜一
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に配布した評議員会制度設置と雑誌の活字を縮小するととの可否についての原案花関して

会長から説明があり，前者については次回発行の雑誌(本号)と同時に会員にアンケートを

求めるととが明らかにされ，後者については，結局組版代その他の詳しい資料を集めて更

に幹事側で検討する ζ とになった。叉新崎lm敏氏及び山田会長より今夏アイルランドで開

催予定の第 B 回国際海務専門討議会(本誌第 5 巻第 2 号で予告}への代表者l1: t~ し，学術会

議より旅費を出すことは難しい情勢で，恐らく今度の会議‘主我が国からの代表派遣は不可

能になりはしないかと云う悲観的な報告があった固乙れについて研究者としての閤際会議

に対する種々な意見が交換された。叉会貨の値上げの可否κついて，雑誌の編集方針と共

に論ぜられたが，今の処会貨の値上げは己むを得ない場合にのみ考える乙ととして，雑誌

の内容向上に努めたいと云う会長の怒見が述べられた。最後に瀬川宗吉氏より今秋福岡市

で開催予定の日本縞物学会大会の日程について説明があり. 9 B寺頃閉会した。なお今回の

懇談会開備について会坊を提供下された外，特別の御好意をいただいた全海苔会館の各位

に対し厚〈感謝致します@

日本藻類学会第6回総会開催予告

本会第6回総会は米る 10月26日(日)(日本植物学会大会第2日目)，福岡市民於いて

凶催の予定です。なお詳細は決定次第通知致します。

役員移動

今般 4月1日目討をもって悶沢伸雄氏が，本会的、16幹事を委嘱された。

本会会員末松格氏は去る昭和33年3月10日，病気のため逝去されました。

乙乙 11:謹んで哀悼の訟を表します。

日本線類学会
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